
校内で体育指導に関する統一した指導法を示した実践提案 
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力いっぱい運動し、体力向上を目指した指導の手引きの作成 

実践の内容 

● 体育授業におけるハンドブックの作成 

１ 体育主任による職員への説明 

  ・ 年度当初の職員会議で、体力に関する課題を踏まえ、 

   体育授業の重要性について説明する。 

  ・ さらに、どの学級も同じ運動の質や量を確保できる 

   指導が求められ、そのために体育ハンドブックによる 

   全教員の共通理解、共通指導を目指したいということ 

   を伝え、職員の理解を得る。 

  ・ 授業規律（集団行動、ハンドサイン）については体育 

   だけに限らず、朝礼や集会、校外学習にも活用ができる 

   という利便性についても説明する。 

２ ハンドブックの作成・改訂 

  体育主任が中心となり体育部でハンドブックの作成及び 

 改訂を行う。【資料１】 

  ≪ハンドブックの構成≫ 

  ・ 授業規律（集団行動、ハンドサイン） 

  ・ 教師の立ち位置 

  ・ 準備運動の考え方 

  ・ 授業の運動時間の配分 

  ・ 授業での安全について 

  ・ 指導者の声のかけ方 

  ・ 見学児童への指導 

 

 

 

実践に至った背景 

◆ 体力に関する二極化が課題であるが、運動は好きではないが体育は好きと答える児童もお 

 り、体育授業の充実が、運動に親しむ資質や能力を育成するきっかけとなると考えた。 

◆ 各教員が自身の指導法で授業を行っており、指導にも温度差があった。 

◆ 集団行動では各担任で異なった指導をするため、毎年４月に学級で共通理解をする確認が   

 必要であった。 

◆ 若手教員の採用が増え、指導経験が少ないことから、どのように授業を組み立てていけば 

 よいか悩んでいる姿も見かけられた。 

１時間の授業の流れに沿った 

構成 

チェックシート方式にすること

により、確認をしやすくした 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ハンドブックの内容についての職員の共通理解 

  ・ ４月当初の職員会議において、体育主任がハンドブック 

   の活用方法、留意点を確認する。 

・ 授業規律（集団行動、ハンドサイン）は、年度当初の 

 職員研修を用いて体育主任が確認する。 

実践事例を他校でも活用できる方策等 

＊ 他校で導入する際のポイント 

 ☆ ただハンドブックを配布するのではなく、指導内容について共通理解を図ったり、実  

  技講習会を行い指導の仕方を互いに見合ったりするなど、年度当初に研修を積み重ねる。 

 

＊ 失敗しないための秘訣 

 ☆ 自校の学校教育目標やアンケート調査による児童の実態に合わせて作成する。 

 ☆ 始めからすべてに取り組むのではなく、年度ごとにポイントを絞って共通した指導が 

  できるようにする。 

  

＊ こうすればより高い効果が得られるという方策 

 ☆ 定期的にチェックシートを用いて指導の振り返りを行い、成果や課題について共通理 

  解を図る。 

 ☆ 授業研究で積極的に活用する。 

外部有識者の評価 

・ 多くの学校で、体育主任を中心に授業の進め方について確認されている取り組みが、  

分かりやすく示されている。 

・ 若い教員が増えている今、本提案のような、より具体的なマニュアルを基に共通理解も 

 必要だと思われる。 

・ 「体力向上を目指した」というよりは、「授業づくりの共有を目指した」提案という印象 

 である。 

・ チェックシート方式のアイデアが良い。 

・ 定期的に校内研修や研究授業を行うことで内容の刷新を図ることが重要である。 

成果や効果 

◎ ハンドブックを活用し、全教員が共通理解・共通行動を行ったことによって、運動量や運

動の特性を味わわせる時間の確保ができ、運動好きの児童を育成することもできた。 

◎ 若手教員にとって体育授業づくりのテキストとなっている。 

◎ 授業規律を全校で集まる朝礼や集会でも活用できている。 

◎ 集合の回数や教師の説明についても計画的に行うことによって、運動量の確保が図られ、

児童の体力向上につなげることができた。 

◎ 集団行動は毎年４月に確認するだけで、指導する必要がなくなった。 

 



【資料１】 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 


